
 

◆ 最終回 酪農にかける思い 

 

搾乳牛１頭(７５００～８５００㌔／３０５日)の四つの乳房にかかわっているのは、ＮＯＳＡＩ、

ＪＡ、乳業会社、飼料会社、薬品会社、農薬会社、農機具会社、種子関連会社、肥料会社など、

両手ではとても数えきれません。 

 国は畜産・農業を保護・振興するため、営利を行なわない組織に手を貸しております。それで

も、乳牛や酪製品は世界の価格と比較できないほど高い状態です(例えば、チリでは牛ロース１㌔

が日本円の３００円前後です)。なぜでしょう？(牛や飼料の流通に無駄はありませんか？) 

酪農家に月一回送られてくる乳検の成績(無駄にしていませんか？)と、表１の数値を比較して下

さい。 

 

繁殖成績を上げるため、牛と手を組みましょう。 

 朝晩の行動、目の輝きと動き、ふんの性状や生殖器周辺に付着している粘液などを注意深く観

察します。 

さらに、育成牛の乳房の形の変化(未経産乳房炎の早期発見)、搾乳開始時の前搾り乳の性状、乳

房の触感に注意し、わずかな異常でも獣医師と相談する事です。 



 今ではいろいろな情報は、酪農専門誌や専門書、あるいはインターネットから容易に手に入り

ます。新しい情報で、理解に苦しむ時は改良普及員や指導員に尋ねましょう。北海道の酪農は、｢ウ

シづくり・クサづくり・ツチづくり、そして人づくり｣の言葉から生れました(高等学校や大学、

組合や加工工場の創設が行なわれました)。 

 

 

 私の好きな一コマ・マンガ(図１)ですが、人の食料と競合するような穀物の利用を少なくする事

が、価格競走に負けない酪農なのかもしれません！ 
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